令和8年度　集団指導アンケート
　備前市は前期高齢者が減少し始め、後期高齢者が増加する段階に入りました。一人でも多くの高齢者が介護予防・フレイル予防に関心を持ち、日常生活に介護予防を取り入れることが重要です。より良い支援のため、現場の皆さんのご意見をお聞かせください。

問：高齢者の介護予防・フレイル予防のために、貴事業所で取り組んでいること、工夫していることは何ですか。（複数選択可）
☐　自宅でできる運動・活動の指導
☐　本人の役割づくり
☐　意欲を引き出す声掛けや関り
☐　家庭内での活動を増やす助言
☐　家族への指導・情報提供
☐　社会資源（通いの場やジム）につないでいる
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問：介護予防・フレイル予防を進める上で、課題と感じること何ですか。（複数選択可）
☐　利用者本人の意欲が低い
☐　家族の理解・協力が得られない
☐　サービス資源が不足している
☐　地域に予防の場が少ない
☐　移動手段がない
☐　介護予防に理解のある人材の不足
☐　予防よりも介護対応が優先される
☐　効果的なプログラムが不足している
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問：介護予防・フレイル予防について、高齢者に普及啓発した方がいいと思う内容は何ですか。（複数選択可）
☐　予防サービス（総合事業）について
☐　備前市の現状について
☐　通いの場・地域活動について
☐　自宅でできる体操について
☐　活用できる社会資源について
☐　高齢者自身がボランティア等として活動できる場について
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


ご回答ありがとうございました
